
広報おかや 11月号　⓰

行政相談 12日（水）午後2時〜5時　庁舎201・203会議室
無料法律相談
［予約制］

18日（火）午後1時〜5時
※12月分予約：11／19日（水）〜受付開始
　社会福祉課

高齢者の暮らしと財産
を守るための相談

20日（木）午後1時〜4時　　※毎月第3木曜日
介護福祉課相談室

ことばの教室
［予約制］

月・水曜日
午前9時30分〜午後2時30分　子ども課

家庭児童相談 月曜日〜金曜日
午前9時〜午後5時　子ども課　　　　  　　　
児童虐待24時間対応通報専用電話　☎23-4767

母子相談 月曜日〜金曜日
午前9時〜午後4時　社会福祉課

教育相談 月曜日〜金曜日午前9時〜午後5時
諏訪湖ハイツ教育相談室　☎24-2206

教育相談
［予約制］

（専門カウンセラー）12日（水）、26日（水）
午前11時〜午後5時
申込み　諏訪湖ハイツ教育相談室
　　　　☎24-2206

夜間教育相談 18日（火）午後6時30分〜8時30分
諏訪湖ハイツ教育相談室　☎24-2206

女性のための相談 13日（木）午前10時〜午後4時
申込み　企画課
　　　　イルフプラザ・カルチャーセンター

中小企業経営技術相談 月曜日〜金曜日　午前8時30分
　〜午後5時30分
テクノプラザおかや　☎21-7000

産業財産権相談会
（発明相談）

6日（木）午後1時〜4時
テクノプラザおかや　☎21-7000

高齢者職業相談 月曜日〜金曜日　午前9時〜午後4時
庁舎内同相談室☎22-2687

農地相談
［予約制］

月曜日〜金曜日
午前8時30分〜午後5時30分
農業委員会室

地域包括支援センター
在宅介護支援センター

月曜日〜金曜日
午前8時30分〜午後5時30分　介護福祉課

在宅介護支援センター 月曜日〜土曜日（祝祭日を除く）
午前8時30分〜午後5時
ウエルハートおかや　☎28−0778

健康相談
（一般の方を対象）

10日（月）午前10時〜正午　保健センター
健康推進課

ふれあいおしゃべり電話

月曜日〜金曜日
午前8時30分
  〜午後5時30分

社会福祉協議会
☎24-2121

ボランティア総合相談
金銭管理  財産保全相談
社協心配ごと相談
家庭介護相談

結婚相談 水曜日　第1・3土曜日
午前10時〜午後4時

水曜日  社会福祉協議会 ☎24-2121
第1・3土曜日  080-5143-3202

●各種相談日● 岡谷市役所　☎ 23-4811
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　松澤工業
　　☎ 27-7642

　パパ・ママ教室（3 回目）
　  午後7時〜8時30分
　  持ち物：母子手帳・母子手帳バック

　離乳食教室（ステップ 3）
　　（19年11月〜12月生）
　　集合午前9時50分

　ミヤサカ管工
　　☎ 22-9615

　信和設備
　　☎ 22-3302

　杉村設備
　　☎ 27-8632

　林鉄工設備
　　☎ 23-3197

　離乳食教室（ステップ 2）
　　（20年4月〜20年5月生）
　　集合午前9時50分

　松澤工業
　　☎ 27-7642

　浜パイピング
　　☎ 23-6885

　岡谷酸素
　　☎ 22-4931

　十和設備
　　☎ 24-0182

今
月
の
納
税

◎国民健康保険税　第 8 期 
納期…12 月 1 日（月）
 
　�納税は便利で確実な口座振替をご利用
ください。�
　期限内納付にご協力を！�

　　　問合せ●税務課（内線１１３５） 

＊このページは抜きとってご利用になれます。

 健康相談

 予防接種

 乳幼児健診

 子育て学習

11月18日（火）　午前９時～午後４時
市保健センター１階　健康相談室　機能訓練室

持ち物　・ねんきん特別便・年金証書・認印
　　　　・年金手帳（お持ちの方）
　　　　　※代理の人は委任状必要
問合せ▶岡谷社会保険事務所 ☎２３－３６６１

「ねんきん特別便」無料相談会

1回目▶12月　5日　歯科診断、妊娠中の栄養・食生活
2回目▶12月19日　お父さんの妊婦体験、ベビーマッサージ
3回目▶　1月16日　産後のメンタルヘルス、お風呂の入れ方など

申込み・問合せ　健康推進課 ☎23-6141（直通）

妊娠 5～7か月の
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　釜口医院
　　☎ 22-2089

　土田歯科医院
　　☎ 28-3001

　ファミリー薬局
　　☎ 24-1801

　イワナミ
　　☎ 22-2222

　諏訪マタニティークリニック
　　☎ 28-6100

　なわ歯科医院
　　☎ 26-0648

　土田薬局
　　☎ 28-3232

　岡谷酸素
　　☎ 22-4931

　BCG
　 （20年5月5日〜8月4日生）

　シンニチ設備
　　☎ 22-1365

　1 歳 6 か月児健診
　　（19年4月生）
　　受付午後1時〜1時30分

　シンニチ設備
　　☎ 22-1365

　2 歳児にこにこ教室
　　（18年10月生）
　　集合午前9時30分
　　〔今井・小井川・長地地区〕

　ミヤサカ管工
　　☎ 22-9615

　林外科医院
　　☎ 28-1200

　浜歯科医院
　　☎ 28-4649

　御子柴薬局
　　☎ 27-7056

　上條電設工業
　　☎ 23-5330

　一般健康相談
　　受付午前10時〜正午

　育児相談・母乳相談
　　受付午前9時30分〜11時

　三善工業
　　☎ 23-3446

　三善工業
　　☎ 23-3446

　3 歳児健診
　　（17年10月生）
　　受付午後1時〜1時30分

　総設工業
　　☎ 28-8504

　2 歳児にこにこ教室
　　（18年10月生）
　　集合午前9時30分
　　〔今井・小井川・長地地区以外〕

　三種混合
　　〔西堀・長地地区〕

　総設工業
　　☎ 28-8504

　翠川医院
　　☎ 22-2084

　笠原歯科医院
　　☎ 22-2837

　湖北堂薬局
　　☎ 22-2325

　オスガ設備
　　☎ 27-6622

　育児相談・母乳相談
　　受付午前9時30分〜11時

　三種混合
　　〔西堀・長地地区以外〕

　杉村設備
　　☎ 27-8632

　水道建設
　　☎ 23-2662

　3〜4 か月児健診
　　（20年7月生）
　　受付午後1時〜1時30分

　水道建設
　　☎ 23-2662

　松澤工業
　　☎ 27-7642

　小谷内科医院
　　☎ 28-4509

　ララ歯科医院
　　☎ 21-1555

　矢崎薬局
　　☎ 23-7125

　旭設備
　　☎ 23-3764

　諏訪共立病院
　　☎ 28-2012

　南信堂歯科医院
　　☎ 22-3341

　ひまわり薬局
　　☎ 26-7226

　丸竹下島商店
　　☎ 22-2406

　歯科相談（予約制）
　　食生活・栄養相談（予約制）
　　受付午前9時30分〜1時
　　予約専用電話☎23-6141

　イワナミ
　　☎ 22-2222

　9〜10 か月児健診
　　（20年1月生）
　　受付午後1時〜1時30分

　イワナミ
　　☎ 22-2222

　岡谷酸素
　　☎ 22-4931

　川岸医院
　　☎ 22-2562

　スマイル歯科医院
　　☎ 24-0315

　川岸薬局
　　☎ 24-3103

　アイテック
　　☎ 23-8500

●休日急病当番医院
　受付は原則午前9時〜午後5時です。
　　　　　　　　（午後については来院前に電話で連絡ください）
※緊急時の医療問合せ
　　休日・夜間緊急医療案内サービス　薔 0120-890-422

●休日当番歯科医院
　診察は午前中のみです。
※保険証・高齢者受給者証等を必ずお持ちください。

●水道修理当番店
　�土・日・祝日を除き水道事業協同組合
事務局でも受付けます。

　受付時間／午前9時〜午後4時
　　　　　　☎23-8511

 休日急病当番医院

 休日当番歯科医院

 休日当番薬局

 水道修理当番店

◆予防接種
　受付時間／午後1時30分〜2時20分
　場　　所／保健センター
　持　ち　物／母子手帳・予診票
　　※母子手帳を忘れると接種できません。

◆乳幼児健診等
　場　　所／保健センター
　持　ち　物／母子手帳・おたずね用紙（全てに共通）
　　※3〜4か月、9〜10か月児健診：バスタオル
　　※2歳児にこにこ教室：歯ブラシ・コップ・タオル
　　※3歳児健診：尿（配布済の検尿容器に採尿）

◆予防接種・乳幼児健診・子育て学習・健康相談に関するお問い合わせは─健康推進課（内線 1191）まで

11月18日（火）　午前９時～午後４時
市保健センター１階　健康相談室　機能訓練室

持ち物　・ねんきん特別便・年金証書・認印
　　　　・年金手帳（お持ちの方）
　　　　　※代理の人は委任状必要
問合せ▶岡谷社会保険事務所 ☎２３－３６６１

「ねんきん特別便」無料相談会
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経
済
産
業
省
認
定

『イルフ』とは「古い（フルイ）」の反対で
「新しい」という意味の
武井武雄による造語です。

いるふの扉●岡谷の近代化産業遺産群

【
第
五
回
】

蚕さ
ん
　
れ
い
　
く
　
よ
う
　
と
う

霊
供
養
塔

き
ら
め
き
の
時
代
と
命
へ
の
感

オ
マ
ー
ジ
ュ謝

　

昭
和
９（
１
９
３
４
）年
、
閉
塞
す
る
時
代
の
か

げ
り
を
払
拭
し
よ
う
と
立
ち
上
が
っ
た
有
力
製
糸

家
た
ち
は
、
関
係
者
３
万
人
か
ら
寄
付
を
募
り
、

岡
谷
で
は
歴
史
あ
る
寺
院
で
、
製
糸
家
の
多
く
が

檀
家
で
も
あ
っ
た
照
光

寺
に
、
総
工
費
５
千
円

（
当
時
）を
か
け
「
蚕
霊

供
養
塔
」
を
建
立
。
美

濃
石
を
積
ん
だ
基
礎
の

下
に
は
、
寄
付
帳
（
工

女
さ
ん
の
名
前
や
５

銭
、
10
銭
…
な
ど
の
金

額
も
記
載
）、
建
設

の
経
緯
を
記
録

し
た
資
料
、

当
時
の

新
聞
や
雑
誌
な
ど
を
収
め
た
瓶か
め

が
埋
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

棟
梁
は
、
大
隅
流
石
田
房
茂
氏
。
面
積

約
３
・
３
㎡
、
高
さ
約
13
・
２ｍ
、
総
ヒ
ノ
キ
造

り
で
銅
板
葺
き
の
二
重
塔
は
、
組く
み

物も
の

三み

手て

先さ
き

（
屋

根
を
支
え
軒
を
飾
る
３
段
の
木
組
み
）や
正
面
に

む
く
り
を
つ
け
た
軒
唐
破
風
な
ど
を
施
し
、
日
本

古
来
の
社
寺
建
築
の
粋
を
集
め
て
建
て
ら
れ
ま
し

た
（
昭
和
44
年
、
石
田
氏
の
労
働
大
臣
賞
受
賞
対

象
建
造
物
に
認
定
）。
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「
糸
を
吐
き
繭
を
結
び
て
世
の
た

め
に 

死
を
顧
み
ぬ
虫
ぞ
尊
き
…
」
小
さ

な
蚕
の
献
身
に
感
謝
を
捧
げ
る
供
養
は
、
75

年
を
経
過
し
た
現
在
も
、
毎
年
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

平成19年度 経済産業省
近代化産業遺産

岡谷市本町2-6-43
TEL22-2314（照光寺）
※外観のみ見学可（寺の許可を得てください）

県
道
下
辰
線

県
道
岡
茅
線

イルフ
プラザハローワーク

八十二銀行

瑞穂幼稚園

デニーズ

岡谷駅

丸山橋

至市役所

至湊

至
川
岸

一方通行

照光寺

↑

↑↑

↑

一
方
通
行

蚕の守護神「馬
め

鳴
みょう

菩
ぼ

薩
さつ

」を祀
まつ

る本格的な塔堂建造物。こう
した形態での蚕霊供養塔は全国にも例がなく、岡谷と蚕糸
の深い関わりとその繁栄を示す

宮大工の技の神髄を余すところなく
表現。「蠶霊塔」の扁額は「蚕霊供養
塔和讃」を作詞作曲した金剛流御詠
歌流祖、曽我部俊雄大僧正の筆

まちなみに独特の厚みをかもし出す
優美なたたずまい
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健康ひと口メモ

　

今
月
は
、
頭
の
体
操

と
し
て
囲
碁
を
取
り
上

げ
て
み
ま
す
。

　

囲
碁
は
、
古
く
か
ら

日
本
に
あ
る
国
技
の
１
つ
で
、
囲
碁
に
か

か
わ
る
こ
と
わ
ざ
も
多
く
、『
一目
置
く
』

『
ダ
メ
に
な
る
』
な
ど
、
囲
碁
を
知
ら
な

い
人
で
も
こ
と
わ
ざ
だ
け
は
知
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
、
囲
碁
は
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
、

ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
く
る
の
で
し
ょ

う
か
？

　

囲
碁
は
、
幅
広
い
年
代
層
に
、
脳
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。

幼
少
期
に
は
、
石
を
数
え
る
こ
と
で
計

算
力
の
向
上
に
な
り
ま
す
。
社
会
人
に

あ
っ
て
は
、
困
難
に
立
ち
向
か
う
時
の

判
断
力
、
ま
さ
に
〝
大
局
観
〞
を
養
え

ま
す
。
高
齢
者
に
は
、
脳
の
老
化
を
遅

ら
せ
、
認
知
症
の
予
防
に
な
る
で
し
ょ

う
。
最
近
で
は
、
教
育
現
場
で
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
東
大
の
教
養
課
程

で
も
囲
碁
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

囲
碁
は
、
ル
ー
ル
が
分
か
り
づ
ら
い
と

い
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

最
初
は
石
を
並
べ
る
だ
け
で
い
い
の
で

す
。
そ
の
う
ち
な
ん
と
な
く
ル
ー
ル
が

わ
か
っ
て
き
ま
す
。
初
段
に
近
く
な
れ

ば
定
石
も
あ
る
程
度
覚
え
、
高
段
者
で

は
大
局
観
も
備
わ
り
、
新
聞
に
載
って
い

る「
名
人
戦
」
の
解
説
が
わ
か
る
よ
う
に

な
る
と
楽
し
さ
も
倍
増
し
ま
す
。
同
時

に
広
く
普
及
さ
せ
る
役
目
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
ち
ら
が
お
ろ
そ
か
で
申
し
わ
け

な
く
思
い
ま
す
。

　

都
会
と
違
っ
て
、
地
元
で
は
仕
事
帰

り
な
ど
気
軽
に
立
ち
寄
る
碁ご

会か
い

所し
ょ

が
あ

り
ま
せ
ん
が
、
最
近
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
対
局
が
で
き
る
よ
う
に
も
な
り
、

日
本
棋
院
で
は
月
２
０
０
０
円
程
度
で

安
心
し
て
囲
碁
が
で
き
る
サ
イ
ト
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
に
は
い

く
つ
か
の
囲
碁
の
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、
水

曜
囲
碁
会
は
、
イ
ル
フ
プ
ラ
ザ
で
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　

１
人
で
も
多
く
の
人
が
囲
碁
の
良
さ

を
知
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
や
み
ま

せ
ん
。

（
医
師
会
）

知
的
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ「
囲い

碁ご

の
世
界
」

№３73

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル

　

使
用
済
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
店
頭
や

定
位
置
で
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
回
収
し
た
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
か
ら
ペ
レ
ッ
ト
状
の
Ｐペ

ッ

ト
Ｅ
Ｔ
樹
脂
原
料
に

再
生
さ
れ
、
カ
ー
ペッ
ト
・
ユ
ニ
ホ
ー
ム
・
卵
パ
ッ
ク
・

事
務
用
品
な
ど
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
再
び
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
も
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
見
分
け
方
…
ボ
ト
ル
底
の
中
央
に
ヘ
ソ
状
の

　

突
起
が
あ
る
の
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
す
。

可
燃
ご
み
の
中
に
入
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
貴
重
な
資
源
で
す
。
燃
え

る
ご
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
き
ち
ん
と
分
別
し

て
出
し
ま
し
ょ
う
。問

合
せ
●
環
境
課（
内
線
１
９
２
０
） 

☎
２
２ｰ

７
０
４
０

今月のサンデーリサイクルデー（資源物回日収）は、１1
月30日（日）の午後１時～３時に、西友岡谷北店・南店
の駐車場で行います。すべての資源物を回収します。

環
境
基
本
計
画
の
さ
ら
な
る
推
進
！

11
月
の
基
本
目
標

地
球
環
境
の
保
全

地
域
に
お
け
る
環
境
保
全

活
動
を
通
じ
て
、
地
球
環

境
の
保
全
に
貢
献
し
ま
す
。

無
用
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

10
分
間
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
（
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
レ
ン

ジ
、
エ
ア
コ
ン
Ｏ
Ｆ
Ｆ
の
場
合
）で
、
１
３
０
cc
程

度
の
燃
料
を
浪
費
し
ま
す
。
待
ち
合
わ
せ
や
荷

物
の
積
み
下
ろ
し
の
た
め
の
駐
停
車
の
際
に
は
ア

イ
ド
リ
ン
グ
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

市
民
の
み
な
さ
ん
は
…

●
徒
歩
や
自
転
車
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用

　

し
、
自
家
用
車
の
使
用
を
控
え
ま
す
。

●
暖
機
運
転
は
適
切
に
、
加
減
速
の
少
な
い

　

運
転
・
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
を
徹
底
し

　

ま
す
。

事
業
者
の
み
な
さ
ん
は
…

●
運
転
前
に
空
気
圧
や
不
要
な
荷
物
が
な
い

　

か
チ
ェ
ッ
ク
し
、
違
法
駐
車
は
や
め
ま
す
。

●
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
な
ど
、
低
公
害
車
の
導

　

入
に
努
め
ま
す
。

　

ご
み
の
自
家
処
理
（
野
焼
き
）
は
、
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
少
量
の
落
ち
葉
た

き
（
ビ
ニ
ー
ル
や
紙
く
ず
は
禁
止
）や
農
家
で

の
稲
わ
ら
焼
却
な
ど
は
例
外
と
し
て
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
場
合
で
も
時
間

帯
や
風
向
き
に
注
意
し
て
、
近
隣
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
十
分
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

⬆市民生活課窓口で配布しています

①キャップ、ラベルを取る　②中をサッと洗う　③つぶす
排出ルールとして次のことをお願いしています。

なお、これまでラベルは取ることになっていません
でしたが、できるだけ取るようにご協力ください。
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こ
う
ず
ら

こ
う
ず
ら
ほ
う
ず
ら

ほ
う
ず
ら

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

「こうずら ほうずら」は市民のみなさんでつくるページです。
市政や広報に対するご意見や身近な話題など、どんどんお寄せください。

宛先●〒394-8510 岡谷市役所（住所不要） 広報情報課広報広聴（内線１３６６）

　

食
の
安
全
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
近

頃
で
す
が
、
若
い
時
に
は
食
べ
ら
れ
な

か
っ
た
イ
ナ
ゴ
を
休
日
ご
と
に
つ
か
ま

え
て
、
つ
く
だ
煮
に
し
て
「
お
い
し
い

〜
」
と
思
い
つ
つ
食
べ
て
い
ま
す
。

　
（
川
岸
西
２
）Ｋ
・
Ｈ
さ
ん

▼
黄
金
色
に
頭こ
う
べを

た
れ
た
稲
穂
の
ゆ
れ

る
田
ん
ぼ
は
、
ふ
る
さ
と
の
原
風
景
の

ひ
と
つ
で
す
が
、
最
近
は
イ
ナ
ゴ
も
数

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

秋
は
落
葉
の
季
節
で
す
。
落
葉
を

お
勝
手
く
ず
と
混
ぜ
て
、
コ
ン
ポ
ス
ト

で
た
い
肥
に
し
て
エ
コ
活
動
を
推
進
し

て
い
き
た
い
で
す
。

（
加
茂
町
２
）Ｍ
・
Ｍ
さ
ん

▼
エ
コ
に
関
す
る
お
手
紙
を
多
く
い
た

だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
エ
コへ
の
意

識
の
高
ま
り
を
感
じ
ま
す
。
テ
レ
ビ
で

も
、
エ
コ
や
地
球
温
暖
化
問
題
の
番
組

や
Ｃ
Ｍ
が
気
に
な
り
ま
す
。
ご
み
の
減

量
に
心
が
け
る
ほ
か
、
省
エ
ネ
の
工
夫

な
ど
、
で
き
る
こ
と
を
コ
ツ
コ
ツ
積
み
重

ね
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
初
参

加
し
ま
し
た
が
、
す
ご
く
面
白
か
っ
た

で
す
。
ま
た
来
年
も
参
加
し
て
記
録

更
新
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
（
長
地
出
早
３
）Ｏ･

Ｈ
さ
ん

▼
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
ね
。
み
な
さ
ん
も

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

こえ
10
月
の

て
が
み
か
ら

▼
は
広
報
広
聴
担
当
よ
り

が
多
い
、
西
堀
高
架
下
公
園
緑
地

が
、
常
に
き
れ
い
に
保
た
れ
て
い
る

の
に
は
感
心
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
自
主
的
に
こ

の
公
園
周
辺
の
ご
み
拾
い
を
さ
れ
て

い
る
、
高
林
さ
ん
に
お
話
を
お
伺
い

し
ま
し
た
。

　　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
れ
て
い
る
人

は
、
み
な
さ
ん
同
様
に
た
い
そ
う

な
こ
と
で
は
な
い
か
ら
、
と
謙
そ
ん

さ
れ
ま
す
が
、
さ
り
げ
な
く
日
常

的
に
、
ご
み
拾
い
を
し
て
く
だ
さ
る

人
た
ち
が
い
な
い
と
ど
う
な
っ
て
し

ま
う
の
か
、
と
思
う
ほ
ど
高
架
下

は
ポ
イ
捨
て
の
温
床
で
す
。

　

高
林
さ
ん
は
地
域
の
役
員
や
、

小
学
生
の
登
下
校
の
見
守
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
経
て
、
子
ど
も

が
集
う
公
園
や
自
分
の
住
ま
う
地

域
に
目
が
い
く
よ
う
に
な
り
、
日

課
の
畑
仕
事
、
趣
味
の
ゴ
ル
フ
を
仲

間
や
家
族
で
楽
し
む
日
々
を
送
り

な
が
ら
、
５
年
前
か
ら
、
朝
夕
で

き
る
時
に
ご
み
を
拾
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

通
る
人
が
、
あ
り
が
と
う
、
お

つ
か
れ
さ
ま
、
と
声
を
か
け
て
く

れ
た
り
、
手
伝
っ
て
く
れ
る
子
も
い

た
り
、
自
然
と
日
課
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。

　
「
気
負
わ
な
い
で
や
る
、
好
き
な

時
に
や
る
、
だ
け
ど
続
け
る
…
そ

れ
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
。
公

園
で
遊
ん
だ
後
に
、
親
子
で一
緒
に

ご
み
を
拾
っ
て
帰
る
習
慣
を
作
る

の
も
い
い
で
す
ね
。」
と
高
林
さ
ん
。

な
る
ほ
ど
、
納
得
で
す
！

　

人
間
が
生
き
て
い
れ
ば
ご
み
は

無
く
な
ら
な
い
、
ご
み
問
題
は
解

決
で
き
な
い
？
と
思
う
ほ
ど
、
先
の

長
い
問
題
で
す
。
ま
た
、
ご
み
が
無

い
所
へ
は
、
ご
み
が
捨
て
に
く
い
そ

う
で
す
か
ら
、
ご
み
が
ご
み
を
呼
ぶ

前
に
、
常
に
リ
セ
ッ
ト
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
ね
。

　

イ
ベン
ト
と
し
て
、
み
ん
な
で
す

る
ご
み
拾
い
も
い
い
し
、
ま
た
、
日

課
と
し
て
、
散
歩
し
な
が
ら
さ
り

げ
な
く
ご
み
拾
い
す
る
の
も
い
い
。

清
々
し
い
気
持
ち
が
味
わ
え
、
何
よ

り
自
分
の
心
の
掃
除
に
な
り
そ
う

で
す
。

　

み
な
さ
ん
も
日
常
の
ひ
と
コ
マ

に
、
ご
み
拾
い
を
取
り
入
れ
て
み
ま

せ
ん
か
？

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー
だ
よ
り

小
平
陽
子
さ
ん
の

き
れ
い
な
街
は

さ
り
げ
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
支
え
ら
れ
て
ま
す

　

住
宅
や
工
場
の
多
い
岡
谷
。
目
立
っ

た
観
光
地
で
は
な
い
し
、
ご
み
が
多
い

と
言
う
人
も
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
道

路
や
公
園
な
ど
は
い
か
が
で
す
か
？

　

ご
み
が
多
い
所
は
犯
罪
も
多
い
と
い

う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
か
ら
…
気
に
な

り
ま
す
よ
ね
。

　

通
勤
通
学
で
使
う
人
や
車
の
通
行

市民レポーター
小平陽子さん

ごみ拾いボランティア　
高林洋司さん
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　先日、岡谷市に住んでいるフィリピン人が亡くなったと友人か
ら聞きました。家族の死を経験したことのある私にとって、死亡
のニュースはいつも衝撃的です。亡くなられた人の家族、およ
び友人たちの辛い気持がよくわかります。
　その亡くなられたフィリピン人の葬儀は、日本ではどのように
おこなわれたのでしょうか。そこで今月はフィリピンでのお葬式
について紹介したいと思います。
　一般的に私の国では火葬はしません。死者を棺に納め、家族、

親戚、友人らが交代で何日間か付き添い、そして、土葬します。お葬式の前に、傷まないよ
う病院か葬儀場で遺体に防腐処置を施します。弔問客が花かお香典を持ってきます。お葬式
は5～７日間以上続き、すべての人が黒か白の服を着て参列します。赤のようにお祝いに着る
派手な色は着てはいけません。お葬式の時、弔問客が眠らないように、ギターを弾いたり、歌
ったり、トランプなどをします。貧しい人たちはマージャンかギャンブルをします。そして、ギャ
ンブルで得たお金はお香典の代わりにします。土葬する前に、カトリック教の場合、一旦教会
に寄ります。そして、神父さんが祈りを捧げます。
　また、毎年11月1日～2日に「オールセインツデイ」を行い、多くの人がお墓参りへ行きます。
日本のお盆と似ていますが、家族の親睦会かピクニックみたいです。ちなみに、先日亡くなっ
たフィリピン人は火葬され、教会では彼女のためのミサが行なわれたそうです。
　死とは避けられない人生の一部ですが、私を含めフィリピン人の多くは死後の世界を信じ、
死は天国でのよりよい生活の始まりだと信じています。生きていると絶望的なできごとや悲しみ
にも出会いますから、ある意味、死は希望を与えてくれる特別なものという見方もできるのです。
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問題
二重枠の文字を並べ替えると岡谷に関
係のある言葉ができます。それを答え
てください。
正解者の中から抽選で5名の方にロマ
ネット入浴券をお送りします。

◆ヨコのカギ
 1 岡谷を代表する紅葉の名所
 5 岡谷を代表する縄文時代の遺跡
 7 普及が進む、災害情報などが聞ける
　　防災○○○
 9 ○気、○白、○間
10 岡谷市唯一の映画館
12 この料理の美味しい季節になりました。
13 叫び
15 ワカサギ目当てに諏訪湖にいっぱい浮かびます

◆タテのカギ
 1 サケのたまご
 2 諏訪湖を一望する○○○○公園。
　　城址でもあります
 3 パームツリー
 4 大忙し
 6 1×1～9×9
 8 豪雨災害で怖いのは土石流やこれ
11 お祭りの屋台で昔も今も子どもに人気の飲み物
12 川岸にある○○明保育園
14 災いのもと

クロスワードパズル
広報クイズ No.275

●応募方法…はがきに答え・住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を明記し、ひと言をそ
　えて「〒394-8510 岡谷市役所（住所不要）広報クイズ係」までお送りください。
　11月10日必着。（ひと言は「こえ」 に掲載させていただく場合があります）
●前回（10月号）の答えと当選者
　「すわこはいつ（諏訪湖ハイツ）」
　正解数35通（応募総数36通）の中から抽選でＫ・Ｍさん（川岸東１）、N・Fさん（大栄
　町１）、Ｔ・Ｉさん（川岸上１）、Ｙ・Ａさん（湖畔２）、Ｋ・Ｈさん（川岸西２）にロマネット
　入浴券をお送りします。　

岡谷市国際交流協会　メルヴィン・サラザーです
黙とう

フィリピンに
「おもちゃ」を送ろう！
　不要になったおもちゃを国際交流
協会（市役所4階）にお持ちください。

受付期間…
　11月４日（火）～12月12日（金）
※大きさは手で遊べる程度まで。壊れて
　いないものに限ります。

　集まったおもちゃをフィリピンの児
童福祉施設に送る費用をねん出する
ため、チャリティイベントも行います。

チャリティ交流会＆国際のど自慢大会
「ウインターポップスター」

出場者募集
日時…12月14日（日）
　　　午後1時30分～5時
会場…諏訪湖ハイツ

問合せ●岡谷市国際交流協会
　☎24－3226




